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叙勲受章の御礼及び意見交換の会 
 

Ⅰ. ご挨拶 
この度クラウド業界団体の会長として、総務省のご推薦により「旭日小綬章」を受章し、総務省は

じめ関係府省庁、大学・学術機関、関連団体、理事・役員・会員の皆様方等多くの関係者のご指導並

びにご支援を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

1999 年の ASPIC 創立以来、「ASP･SaaS･クラウドの普及促進と市場拡大」及び「安心安全なクラウド

サービスの推進」を 2 大目標として、業界の発展に取り組んで参り、これらの活動に対して 2008 年

ASPIC が団体として又、2012 年会長の河合が、「情報通信月間 総務大臣表彰」を受賞致しましたが、 

 この度の受章はさらなる光栄に存じます。 

今後ともクラウド業界の発展を推進する社会貢献を果たすため、皆様方の更なるお力添えをお願

い申し上げます。 

                   ２０２３年９月１５日 

一般社団法人 日本クラウド産業協会(ASPIC) 

会長 河 合 輝 欣 
   (株式会社ユー･エス･イー取締役会長) 

           

Ⅱ． 式次第 
 

日時： ２０２３年９月１５日 １７時３０分  場所： ホテルニューオータニ 鳳凰の間 
 

１．開式の辞 

２．一般社団法人 日本クラウド産業協会 会長挨拶  河合 輝欣 

           ３．来賓祝辞 

・総務省 大臣官房総括審議官（情報通信担当） 湯本 博信様 

・総務省 大臣官房サイバーセキュリティ・情報化審議官 犬童 周作様 

・一般財団法人 海外通信・放送コンサルティング協力 理事長  阪本 泰男様 

  (元総務省 総務審議官)   

・株式会社  横須賀テレコムリサーチパーク 代表取締役社長  鈴木  茂樹様 

(元総務省 事務次官)   

・国立研究開発法人 情報通信研究機構 理事長  徳田 英幸様  

・情報セキュリティ大学院大学 学長  後藤 厚宏様 

４．来賓紹介 

５．祝辞・乾杯 

            ・株式会社 NTT データ 取締役副社長  園田 勝一様 

 

          ６．歓談 

 

          ７．来賓祝辞  

・東京都立科学技術大学 名誉教授 島田 達巳様   

８．会員代表挨拶 

      ・一般社団法人 日本クラウド産業協会 理事 山本 稔 

       (株式会社 カナミックネットワーク 取締役会長)   

９．中締め挨拶 

・一般社団法人 日本クラウド産業協会 常務理事 村松 充雄      

１０．閉式の辞                       
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ASPIC 創立以来 24 年間の活動成果と今後の事業展開 
 

 

第 1 期（1999 年以降） クラウドの普及促進と市場拡大の取組み         

(1) 社会全体に向けた情報発信による認知度の向上と 

開発支援  

 

(2) クラウドビジネスの研究会による市場拡大 

                               

(3) クラウドアワードによる事業者のビジネス支援 

 

 

第 2 期（2007 年以降） クラウドサービスの安心安全の推進の取組み 

(1) 総務省と連携した「ASP･SaaS クラウド普及促進協議会」と 

｢データセンター促進協議会｣の設置 

 

(2) 情報セキュリティ対策ガイドライン、指針の作成協力 

 

(3) クラウドサービス情報開示認定制度の立上げ、推進 

（認定機関マルチメディア振興センター 事務局 ASPIC） 

 

第 3 期（2017 年以降） 社会インフラシステム実現への取組み 

(1) 情報開示認定機関として、情報開示認定制度の拡大 

 

(2) IoT, AI クラウドサービスの取組みと情報開示認定 

制度の高度化  

(3) 利用者に対するクラウドサービスの情報提供 

（紹介サイト「アスピック」） 

(4) 組織名称の変更と会員拡大による組織強化 

 

 

 

イベント開催、刊行物等。認知度向上の促進。  

クラウドトピックス 累計 363 回発信 

マーケティング研究会、新技術研究会等クラウドサー

ビス市場拡大に貢献。毎年 20 回、 累計 459 回開催 

クラウド事業者の支援や業界のビジネス拡大に貢献。

総エントリー数 1376 サービス、総表彰数 770 サービス 

両協議会の開催によりガイドラインの検討。 

32 の委員会開催 

ガイドライン等の作成協力による安心安全なクラウドサ

ービスの展開に貢献。 32 のガイドラインの作成協力 

認定制度による、安心安全なクラウドサービスの発展

に貢献。  累計 314 サービス、210 社の認定 

２０１７年より情報開示認定機関としてクラウド市場の

拡大発展に貢献。  ８つの認定制度を運営 

IoT、AI のガイドラインの作成・協力と情報開示認定

制度の創設及び高度化（医療、特個認定制度） 

クラウドサービスの利用促進及び社会インフラシステ

ムとして定着拡大。  513 社、778 サービス登録 

 

一般社団法人化、パートナー会員の新設による組織

強化と存在感のある業界団体へ展開。  

会員数 800 社 
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第 4 期 今後の新たな事業展開 (2023 年以降) 

今後は、クラウドが中心になった（クラウドセントリック）社会インフラが、Society 5.0 を支えることを目指し、社会の

課題の解決、持続可能な社会の実現と国際社会に貢献していく所存です。 

会員をはじめクラウド業界並びに社会の発展・拡大のために一層の社会的貢献を果していきたいと思います。 

つきましては、以下の事業展開を進めるにあたり、皆様方の忌憚のないご意見ご提言を賜りたく、よろしくお願い申し

上げます。 

(1) クラウドサービスの社会インフラシステムへの発展拡大 

 

 

(2) 安心安全なクラウドサービスの一層の推進 

  

 

(3) AI クラウドサービスの展開 

 

 

(4) 利用者と事業者の接点の拡大 
 

 

(5) 新たな事業の創出等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報開示指針を基にクラウドサービスの情報開示認定制度の検討・立ち上げを行い、安全・信頼性を必要とする企業や地方公

共団体等の利用者が、クラウドサービスの評価・選択を可能とする拠り所を構築しました。（当初､認定機関はマルチメディア振興

センター､認定事務局は ASPIC）ASP・SaaS 等８つの認定制度により、安心安全なクラウドサービスの発展に貢献してきました。 

 

第 3 期（2017 年以降 ） 社会インフラシステム実現への取り組み 

(1) 2017 年より情報開示認定機関として、情報開示認定制度の拡大 

認定機関業務をマルチメディア振興センターから、移管を受け、認定制度の拡大発展に取り組んでいます。 

(2) IoT AI クラウドサービスのガイドラインの作成協力と情報開示認定制度の創設 

IoT 及び AI クラウドサービスの開発ガイドラインと情報開示指針の作成協力を行い（総務省公表）、IoT 及び AI クラウドサービス

の情報開示認定制度を創設し、安心安全なサービスの展開に弾みをつけました。 

併せて、医療情報及び特定個人の認定制度を創設し、認定制度の高度化を図っています。 

(2) 利用者に対するクラウドサービスの情報提供（『アスピック』 500 社、760 サービス登録） 

利用者に対するクラウドサービスの紹介サイト（事業者がサービス登録）の提供により利用者への便宜と事業者の利用顧客の把

握ができる仕組みにより、クラウドの利用促進が進み、クラウドサービスの社会インフラシステムとして定着拡大に貢献しています。 

(3) 組織名称の変更とパートナー会員等による組織強化（会員数 785 社） 

2020 年に一般社団法人化、2022 年に｢日本クラウド産業協会｣に名称の変更を行い、またパートナー会員（情報開示認定事業

者、アスピック登録事業者）を新設する等組織強化を図り、存在感のある業界団体へ展開しています。 

 

第 4 期 今後の新たな事業展開 (2023 年以降 ) 

 

ＡＳＰ ＳａａＳ クラウド ＩｏＴ

１９９９ ２００７ ２０１０ ２０１５

８年 ３年 ５年

ASPイン
ダストリ・
コンソーシ
アム・ジャ
パン

ASP・SaaS

インダスト
リ・コンソー
シアム

ASP・
SaaS・クラ
ウド コン
ソーシアム

ASP・
SaaS・IoT

クラウド コ
ンソーシア
ム

団
体
名
称

２０２０

創立24年

５年

AI

一般社団法
人ASP・
SaaS・AI・
IoT クラウド
産業協会

ASPICの業況拡大

一般社団
法人日本
クラウド
産業協会

２年

社会
インフラ
クラウド

２０２３
一般社団法人設立NPO法人設立

（NPO）

クラウドセントリック構想、 社会業界特化型サービスの連携 、SDGs への対応策 

情報開示認定制度の拡大、高度化 デファクト化 、人材育成 

生成系 AI への対応、ガイドライン及び認定制度の検討 

 

 

ASPIC24年の歩み
1999年11月 任意団体 ｢ASPインダストリ･コンソーシアム･ジャパン｣ 創立

2002年 2月 特定非営利活動法人（NPO）の認証取得
2003年 4月 ｢ASP白書2003年版｣作成・出版

2006年 5月 ｢ASP･SaaS イノベーションシンポジウム｣開催
2007年 2月 国内初｢第1回ASP･SaaS･クラウドアワード｣開催

2007年 4月 総務省と合同で｢ASP･SaaS･クラウド普及促進協議会｣設立

2008年 4月 ASP･SaaS情報開示認定開始（認定機関FMMC、事務局ASPIC）
2008年 6月 ASPICが「総務大臣表彰」を受賞

2009年 2月 ｢ASP･SaaS データセンター促進協議会｣設立
2012年 6月 河合会長が「総務大臣表彰」を受賞

2012年 8月 クラウド情報開示認定制度開始（認定機関FMMC、事務局ASPIC）

2017年10月 ｢クラウド情報開示認定｣認定機関ASPICに移管

2017年10月 ASP･Saas医療情報/ASP･SaaS特定個人情報の情報開示認定制度開始
2018年12月 IoTクラウドサービス関連のクラウドサービス情報開示認定制度開始

2019年4月 クラウドサービス紹介サイト「アスピック」運用開始
2020年4月 NPO法人から一般社団法人ASP・SaaS・AI・IoTクラウド産業協会に変更

2022年4月 AIクラウドサービスの情報開示認定制度開始
2022年4月 一般社団法人日本クラウド産業協会に法人名称変更

2022年7月 クラウドサービス情報開示認定300サービス突破

2023年５月 河合会長が「旭日小綬章」を受章

クラウドサービスの利用促進、紹介サイト「アスピック」の推進展開 

新会社の設立等による新たな事業の創出 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                   河合 輝欣 略歴 
学歴               

  昭和 39年 慶應義塾大学工学部電気工学科卒業  昭和 41年 慶應義塾大学大学院 工学研究科修士課程終了 

 会社等職歴 

  昭和 41年 日本電信電話公社入社 

  平成３年  NTTデータ通信株式会社（日本電信電話株式会社より分社） 取締役 第一公共システム事業部長 

平成７年  同 常務取締役 公共システム事業本部長 

平成９年  同 代表取締役副社長  平成 10年 株式会社 NTTデータ（社名変更）代表取締役副社長 

平成 15年 TDCソフトウエアエンジニアリング株式会社 代表取締役社長 

平成 19年 株式会社ユーエスイー 取締役会長  （現在） 

平成 22年 財団法人 雇用振興協会 理事長 

平成 28年 株式会社日本生科学研究所（現、ミアヘルサ株式会社）社外取締役 

一貫して、情報通信システムの開発、プロジェクトマネジメント、経営者として、会社の事業運営に携わる。 

ASPICでの活動 

平成 11年 ASPインダストリ・コンソーシアム・ジャパン( ASPIC)の創設と共に会長に就任。 

平成 14年 NPO法人会長を経て、令和５年一般社団法人日本クラウド産業協会会長。24年に亘り会長職を務め、クラウド 

サービスの普及促進、市場拡大と安心安全なクラウドサービスの実現を目標として事業展開を推進している。 

平成 20年度「情報通信月間」総務大臣表彰 団体 ASPICが受賞 （クラウドの普及促進）                                               

平成 24年度「情報通信月間」総務大臣表彰 河合個人が受賞 

（クラウドの普及促進、ガイドラインの策定など情報通信の利活用の推進）        

総務省等からの主な委員委嘱                           

平成 17年  日本郵政公社 民営化プロジェクト推進本部情報システム アドバイザリーグループメンバー                                            

平成 19年 情報通信審議会専門委員  

  平成 21年 電子自治体の推進に関する懇談会委員、平成 25年 ICT街づくり推進会議検討部会 構成員  

平成 30年 クラウドサービスの安全性評価に関する検討会委員 

  令和３年  独立行政法人 情報処理推進機構クラウドサービスの審査委員会委員 （現在）                                         

  プロジェクトマネジメント学会活動 （一般社団法人） 

  平成 11年 プロジェクトマネジメント学会の創設に寄与し、創設時より、副会長、会長、研究委員会委員長、 

                ソーシャル PM研究会主査、アドバイザリーボード議長を歴任。  平成 18年  PM学会賞受章。 

    平成 25年  PM学会フェロー、令和５年  PM学会名誉会長。 

プロジェクトマネジメントの普及、啓蒙、PMの社会的存在感の醸成に貢献した。 

  日本ソフトウェア産業協会 （現在 一般社団法人 東京都情報産業協会 ） 

  平成 17年～平成 27年  一般社団法人 日本ソフトウェア産業協会 会長。東京都のソフトウェア業界の発展に寄与した。    

 
 

 

クラウド研究会

クラウド研究会

国の政策、ICT業界、企業、大学等の
最新動向について、

AI、IoT、ICT政策、情報セキュリティ、新技術、
医療･介護、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ、ﾍﾞﾝﾁｬｰ、法務、
海外展開等の各研究会活動の実施

会員ビジネスの拡大・支援

ASPICクラウドアワードの開催
会員情報交換会、会員紹介

クラウドトピックス、調達情報等の情報提供
講演会実施

クラウドサービス
情報開示認定機関

安心安全なｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽの情報開示の推進
８つの情報開示認定制度

ASP・SaaS、医療、特定個人情報、IoT、
AI、IaaS･PaaS、データセンター

利用者向けｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽ
紹介サイト(アスピック)

最適なサービスの選択
(クラウドサービス利用者)

クラウドサービス登録によるチャネル獲得
(クラウド事業者)

安心・安全なAI･IoT、クラウド

サービスの市場創造

総務省との連携による、
セキュリティガイドライン等の作成

情報開示指針の作成
ASP･SaaSｸﾗｳﾄﾞ促進協議会等推進

ASPIC５本柱


